
第26回 教育セミナー
2次案内

第12期第 1年次研究

『自立した学びの実現』
新型コロナウイルス感染拡大による学校の臨時休業中、「学校や教師からの指示・発信がないと、『何をして良いか分から
ず』学びを止めてしまう」という実態が見られました。これまでの学校教育では、自立した学習者を十分育てられなかった
のではないかという反省があるとともに、子供の学び観の転換が学習指導要領上で明確に打ち出された現行の教育課程下で、
改めて自立した学習者を育てることが大きな課題となっています。
第 12 期研究では、具体的な手立てを示して自立した学びの姿を検証、探究して、自立した学習者が育まれる学びの在り
方を明らかにすることを目指しております。
今回の教育セミナーは 4年ぶりに対面での開催とし、8つの分科会、5つのワークショップ、シンポジウムを行います。
多くの方々のご参加をお待ちしております。

会場 国立オリンピック記念青少年総合センター
東京都渋谷区代々木神園町3番 1号
T E L：03-3467-7201

令和5年 2月 18日（土）
受付開始
　分科会　道徳科
　分科会　外国語、授業技術｝9時 00分より　ワークショップ
　分科会　午後の部　　　　　11時 55分より
　全体会　　　　　　　　　　15時 05分より
※受付はカルチャー棟大ホール 前にて行います。

日時

ご 案 内

主 催：一般財団法人 総合初等教育研究所
後 援：文部科学省　東京都教育委員会　千葉県教育委員会　埼玉県教育委員会　神奈川県教育委員会
　　　さいたま市教育委員会　千葉市教育委員会　川崎市教育委員会　相模原市教育委員会
　　　全国特別活動研究会　全国教育研究所連盟
協 賛：

会 場 ま で の ご 案 内

【電車】
小田急線
参宮橋駅 下車　徒歩約 7分

東京メトロ千代田線
代々木公園駅 下車　徒歩約 12分

【バス】
京王バス
新宿駅西口（16番）、渋谷駅西口（40番）より
代々木五丁目 下車

国立オリンピック記念
青少年総合センター

（代々木五丁目）



プ ロ グ ラム

Ⅰ 分科会
研究テーマに迫るために、当委員が研究に取り組んだ成果を発表し、その内容について提案、協議をします。
各分科会の最後には文部科学省視学官・教科調査官の先生方に提案への助言と指導講演をしていただきます。
※授業技術分科会は教員歴の浅い先生や教員を目指す学生を対象とし、実践報告を通して学級会の在り方をご提案いたします。

国
語
科

テーマ 基盤となる「知識」を働かせて連続した課題解決を図る学習の在り方－国語科を通して－

主 査 東京学芸大学教職大学院特命教授 鶴巻景子 先生

助言者
文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官
大塚健太郎 先生

会 場 センター棟　101 室

委 員 東京都杉並区立久我山小 依田亜希子 先生 時 間 12：40 ～ 15：05

委 員 東京都文京区立本郷小 我妻夢子 先生 受付開始 11：55

委 員 東京都小金井市立本町小 村田宏史 先生

社
会
科

テーマ 基盤となる「知識」を働かせて連続した問題解決を図る学習の在り方－社会科を通して－
主 査 立正大学教授 石橋昌雄 先生

助言者
文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官
小倉勝登 先生

会 場 センター棟　501 室

委 員 東京都北区立王子小 樋口のぞみ 先生 時 間 12：40 ～ 15：05

委 員 東京都中央区立佃島小 水野良太 先生 受付開始 11：55

委 員 東京都狛江市立狛江第一小 松村隆寛 先生

算
数
科

テーマ 基盤となる「知識」を働かせて連続した問題解決を図る学習の在り方
－算数科における子供の意思決定を重視した学習を通して－

主 査 創価大学教職大学院教授 渡辺秀貴 先生

助言者
文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官
笠井健一 先生

会 場 センター棟　102 室

委 員 東京学芸大学附属小金井小 尾形祐樹 先生 時 間 12：40 ～ 15：05

委 員 東京都立川市立幸小 小泉　友 先生 受付開始 11：55

委 員 東京都小平市立小平第七小 髙井淳史 先生

理
科

テーマ 基盤となる「知識」を働かせて連続した問題解決を図る学習の在り方－理科を通して－

主 査 帝京大学准教授 阪本秀典 先生

助言者
文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官
有本　淳 先生

会 場 センター棟　309 室

委 員 東京都千代田区立富士見小 川﨑麻実 先生 時 間 12：40 ～ 15：05

委 員 東京都板橋区立板橋第六小 秋葉　翔 先生 受付開始 11：55

委 員 東京学芸大学附属大泉小 加藤啓介 先生

道
徳
科

テーマ よりよい生き方につながる学びとは
－道徳科授業における協働的な学習を通して－

主 査 明星大学客員教授 小林幹夫 先生

助言者
文部科学省初等中等教育局
教育課程課教科調査官
浅見哲也 先生

会 場 センター棟　501 室

委 員 東京都調布市立北ノ台小 富田恭章 先生 時 間 9：30 ～ 11：55

委 員 東京都日野市立南平小 小杉純平 先生 受付開始 9：00

委 員 埼玉県所沢市立並木小 八谷絢香 先生

特
別
活
動

テーマ よりよい生き方につながる学びとは
－特別活動における道徳的実践と振り返りの工夫を通して－

主 査 國學院大學教授 杉田 洋 先生
助言者

文部科学省初等中等教育局
視学官
安部恭子 先生

会 場 カルチャー棟　大ホール

委 員 埼玉県飯能市立富士見小 馬塲胡桃 先生 時 間 12：40 ～ 15：05

委 員 東京都練馬区立北町小 森山隆博 先生 受付開始 11：55



Ⅲ 全体会 会 場 カルチャー棟　大ホール
時 間 15：20 ～ 17：00
受付開始 15：05

水谷邦照 （一財）総合初等教育研究所理事長開会挨拶

外
国
語

テーマ 外国語活動及び外国語科における、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
講 師 文部科学省初等中等教育局視学官 直山木綿子 先生 会 場 カルチャー棟　大ホール

委 員 大分県佐伯市立上堅田小校長 福田優子 先生 時 間 10：00 ～ 11：55

受付開始 9：00

授
業
技
術

テーマ 誰でもできる学級会の指導　－基礎・基本を押さえて－
主 査 （一財）総合初等教育研究所室長 福田俊彦 先生 会 場 センター棟　309 室

委 員 東京都江東区立第四砂町小 河野俊次 先生 時 間 10：00 ～ 11：55

委 員 東京都練馬区立向山小　 桑原透江 先生 受付開始 9：00

委 員 東京都杉並区立沓掛小 三芳摩由香 先生

Ⅱ ワークショップ
教職経験 5年未満の先生を対象とした、授業技術向上のための研修会です。
ベテラン講師によるレクチャーや、グループでの演習、実験、実習などの活動を通して学び合います。

国語科
テーマ 国語×ＩＣＴ　授業における ICT 活用のススメ
講 師 東京学芸大学附属小金井小教諭 大村幸子 先生 委 員 東京学芸大学附属小金井小教諭 橋浦龍彦 先生

社会科
テーマ 社会科における問題解決的な学習の基礎・基本（仮）
講 師 東京都板橋区立下赤塚小主幹教諭 桑島孝博 先生 委 員 東京都北区立王子小主幹教諭 小甲圭悟 先生

算数科
テーマ 子ども一人一人が夢中になって生き生きと学ぶ算数授業づくり

－主体的・対話的で深い学びの実現を通して－
講 師 東京都目黒区立八雲小校長 長谷　豊 先生

理　科
テーマ 理科における人間性の涵養（より妥当な実験結果を追究する態度の育成）

－より妥当な実験とするための実験技能とは何か－
講 師 東京都稲城市立平尾小校長 福田章人 先生 委 員 東京都東久留米市立南町小教諭 石井颯太 先生

道徳科
テーマ 道徳科の授業の基本構想　－特に話合い活動を活かして－
講 師 全国小学校道徳教育研究会顧問 馬場喜久雄 先生 委 員 東京都小平市立小平第五小教諭 笹川皓紀 先生

会 場 センター棟　国語科・算数科　101室／社会科・理科・道徳科　102室
時 間 10：00 ～ 11：30
受付開始  9：00

テーマ「自立した学習者を育む学びの姿」シンポジウム

♦ 基調提案　「OECDが描く自立した学習者の姿 ～エージェンシーの視点から～」
文部科学省国際統括官付国際戦略企画官 白井　俊 先生
2000 年、文部省（当時）に入省。文部科学省高等教育局大学振興課課長補佐、OECD教育スキル局アナリスト、
文部科学省初等中等教育局教育課程課教育課程企画室長、独立行政法人大学入試センター試験・研究統括補佐
官（兼）試験企画部長などを経て、2022 年より現職。著書に『OECD Education2030 プロジェクトが描く教育
の未来－エージェンシー、資質・能力とカリキュラム』（ミネルヴァ書房）などがある。

♦ 討　論
シンポジスト 文部科学省国際統括官付国際戦略企画官 白井　俊 先生

（一財）総合初等教育研究所参与 北　俊夫 先生
東京都立川市立幸小学校指導教諭 小泉　友 先生

コーディネーター （一財）総合初等教育研究所室長 石井雅幸 先生 第21回教育セミナー
※都合により登壇者が変更に
　なる場合があります。



お 問 い 合 わ せ
一般財団法人

総合初等教育研究所
担当　奥村・雑賀

TEL：03-5976-1309　FAX：03-5976-1517　Email：info@sokyoken.or.jp
メールの表題に「第26回教育セミナー」とご入力ください。

申込方法

当研究所、教育セミナーのホームページよりお申込ください。

会場での開催が中止の場合

新型コロナウイルス感染拡大の状況などにより、会場での開催を見合わせる場合があります。
その場合、「誌上発表」とし、研究紀要をお送りするとともに、ホームページ上に分科会発表資料を掲載いたします。
参加費の返金はいたしませんので、あらかじめご了承くださいますよう、お願いいたします。

参加される皆様へのお願い

必ずマスクをご持参、ご着用いただきますようお願い申し上げます。
発熱など、体調がすぐれない方は、来場をご遠慮ください。

申込期間 令和4年9月22日（木）～ 令和5年2月3日（金）

参加費（研究紀要代を含む）

一般2,000円（税込）・学生1,000円（税込）
※参加費のご返金はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

お申込みの流れ

お申込み受付後、参加費のお支払い方法をメールにてご案内いたします。
参加費のご入金が確認できましたら、受講票・セミナー当日の詳細をメールにてお送りいたします。

http://www.sokyoken.or.jp/seminar/seminar.xhtml

総合初等教育研究所　教育セミナー 検索

カルチャー棟 
大ホール

センター棟 
309 室

センター棟 
501 室

センター棟 
101 室

センター棟 
102 室

受　付

道徳科
外国語 授業技術

ワークショップ
国語科、算数科

ワークショップ
社会科、理科、道徳科

受　付 昼　食

特別活動 理　科 社会科 国語科 算数科
受　付 移　動

理事長挨拶
基調提案・
シンポジウム

終　了

9:30

9:00

10:00

11:55
11:30

12:40
15:05
15:20

17:00

日 程 表 会 場 案 内 図

受付
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